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1995年7月から8月に6回サンプリングを行い,底層

水,沈降物及び底泥による酸素消費速度とそこでの光合

成作用による酸素生産速度を実験室で測定し,下層での

酸素収支を調べた。下層における全酸素消費(平均で

2.85g02/m2/DAY)に占める各成分による消費の割合を

平均値で比較すると,底層水による消費が72%と最も多

く,堆積物26%,沈降物2%の順となった。酸素生産

(平均で1.40gO2/m2/day)では,底層水による生産が

98%を占め,沈降物による生産量は2%であった。以上

のことから,当浅海域における下層での酸素濃度の変動

に対して,懸濁物を含む底層水による酸素消費あるいは

生産が大きく関与していることが分かった。また,底泥

は酸素消費には寄与するが,酸素生産にはほとんど関与

していないことも明らかになった。沈降物による酸素消

費量や酸素生産量は底層水や底泥のそれに比べると著し

く小さく,下層での酸素濃度の変動に及ぼす影響は極め

て小さいと考えられる。以上のことから,豊前海におけ

る貧酸素化を考える場合,底層水中の懸濁態有機物の動

向が最も重要であることが明らかになった。
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夏季の周防灘で比較的出現量が多い大型底生動物(シ

ズクガイ，チヨノバナガイ,シロガネゴカイ科の1種

Nephtys oligobranchia )による酸素消費速度を実験室

で測定し,現場での酸素消費速度を試算した。 3種の大

型底生動物の酸素消費速度は,水温が約10-30℃の範囲

では,水温が高くなるに従って増加した。また,いずれ

の種も溶存酸素濃度が3mg02/l以上(水温20℃)では
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